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4Dデジタルツイン生成と動的分析・予測
スマートシティ事業者などが、衛星3D地図の利用により、都

市・インフラ管理、リスク予測、対処計画最適化を実現します
#顧客体験価値向上 #業務効率化 #レジリエンス

建物などの構造物の新設を行う際、環境影響評価の
実施が必要ですが、3Dシミュレーションは高額で時
間がかかります。

4Dデジタルツインプラットフォームの構築により、
新たなデジタルツイン市場創出をめざします。

• 高精細、高頻度3D地図を活用した統合型デジタルツインプ
ラットフォーム（DTaaS)の開発

• 高精細・高精度な3D作成技術に加え、衛星の製造・運用も
含めた垂直統合により、高頻度に都市を更新する4Dデジタ
ルデータを提供

最先端のLow Earth Orbit（LEO）衛星コンステレーションを用
いた世界初のデジタルツインプラットフォームを構築し、これ
までにない高頻度・高解像度の地理空間情報を提供

テレコム分野に置ける基地局設計やサービスの品質向上、スマートシティ分野に置けるデジタルツインを活用した都市開発やヒートア
イランド対策など、効率化と最適化に適用（2026年）（市場創出規模 年間1,000億円）

関連展示＝δ05-05 出展社＝株式会社Marble Visions 関連リンク＝ NTTデータ トピックス「観測衛星サービスを提供する新会社「株式会社Marble Visions」を設立」

問い合わせ先URL

https://www.rd.ntt/forum/2024/doc/D05-05-j.pdf
https://www.nttdata.com/global/ja/news/topics/2024/070102/
https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=901&param03=D05-06
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